
  

重要 文化 財 朝 日 遺 ド 出土 品 (貝殻 山 貝塚 ) 
本 企画 展 で は 、 重要 文化 財 に 指定 され た 朝日 遺跡 の 出土 品 か ら 、 貝殻 山 貝 塚 の 発掘 調査 (1971 年 ) と 史跡 

隣接 地 の 発掘 調査 (1995・96 年 度 ) で 出土 し た 弥生 時 代 前 期 の 資料 も 展示 し て いま す 。 

  

   
12-2 O 条 痕 文系 土器 (弥生 前 期 / 本 館 蔵 ) 12-3 0 粗製 剥 片 石器 (弥生 前 其 

本館 蔵 ) 
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| )) 多 金 
Rn 12-7 @ 〇 スク レイ バー (弥生 前 期 

12-5 〇 角 未 成品 (弥生 前 其 12-6 〇 臣 製 垂 飾 (弥生 前 其 人 間 
ノ 本 館 蔵 ) ノ 本 館 蔵 ) 

12-4 〇 骨 角 製品 (弥生 前 期 / 本 館 蔵 ) 左 : や す 、 右 上 : 鐘 、 右 下 : 狙 ( ゆ は ず ) 

  

史跡 由 吉 山 貝塚 交流 館 

ミュ ー ジ アム の 別館 で あり 、 史 跡 貝 殻 山 貝 塚 

の ガイ ダン ス 施 設 と な っ て いま す 。 ガイ ダン ス 

室 に は 、 史 跡 指定 の 契機 と な っ た 発掘 調査 の 

出土 品 や 出土 し た 人 肖 、 上 貝 層 の 剥ぎ 取り 等 の 

資料 を 展示 し て いま す 。 企画 展 と 合わ せ て ぜ 

ひご 覧 くだ さい 。 回 
12-8 史跡 貝殻 山 貝塚 交流 館 

あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 
較 愛知 県 清須 市 朝日 貝塚 1 番地 圏 TEL : 052-409-1467 回 駐 車場 15 台 加 

企画 展 

[貝殻 山 貝塚 - 史跡 指定 50 年 - 」 
編集 発行 
あい ち 朝 日 道 跡 ミ ュー ジア ム AICHI ASAHI 
2022 ( 令 和 4) 年 1 月 22 昌 SITE MUSEUM 

あい ち 彰 日 道 跡 ミ ュー ジア ム 
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1 名 古屋 第 二 環状 自動 車道 「 清 洲 東 IC」 か ら 約 1 分 
四国 車場 ご 利用 いた だ け ま す 。 

  

  

駐車 場 の 数 に は 限り が あり ます 。 出来 る 限り 公共 交通 機関 の ご 利用 を お すす めし ます 。 
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あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ ア  



    

は じ め に 

貝殻 山内 塚 (清須 市 ) は 朝日 遺跡 で 最初 に 発掘 調査 が 行わ れ た 弥生 時 代 の 貝塚 で す 。 この 周辺 は 、 弥生 

時 代 前 期 に 、 朝日 集落 で 最も 早く 人 々 が 暮らし 始め た 場所 で も あり ます 。 

朝日 遺跡 の スタ ー ト 地点 と ちい える 上 貝殻 山内 塚 は 、 昭和 46 (1971) 年 に 国 の 史跡 に 指定 され 、 昨年 で 50 年 

を 迎え まし た 。 

本 企画 展 で は 、 史 跡 指 定 以前 の 発掘 調査 に よる 貴重 な 出土 品 を 取り 上 げ る と と も に 、 近年 の 調査 研究 で 明 

ら か に な っ た 上 貝殻 山 貝 塚 周辺 の 最新 の 成果 を 紹介 する こと で 、 あら た め て 貝殻 山 貝 塚 の 研究 史上 の 位置 付 

け と その 重要 性 を 捉え 直し て いき ます 。 

  

     

    
     

    

  

愛知 学芸 大学 調査 ーー 
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や 
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ya |!*" 発 所 調査 の 成果 か ら 
は じ め に ドド ーー・ ド ドド < ドー ドド ーーー レーーー 2 1 推定 され る 環 漂 の 位置 

貝殻 山 貝 塚 調査 の あゆ み 。 ーー… 4 ii 

貝殻 山内 塚 の 出土 品 

愛知 教育 大 学名 古屋 大 学 博物 館 所 蔵 資 料 ・ 6 ズー 

と W 
史跡 指定 50 周 年 に か 

「50 年 前 の 調査 と 関わ っ た 人 々 』 ・…・・・ 10 ao 。 2 
に <( 

(S=1/1.000) 

重要 文化 財 朝日 遺跡 出土 品 ( 貝 殻 山内 塚 ) ・・12 ーー 
ペラ ゴー 

史跡 具 殻 山 貝 塚 交 流 館 …‥……・…… 1 2 ーー で 
の 4 ーー 一 一 

2-1 整備 前 の 貝殻 山 貝塚 (柴垣 勇夫 提供 ) 
貝殻 山 墳丘 の 裾 は 貝 層 が 趣 出 し て いた 。 

3-1 貝殻 山 貝塚 周辺 の 遺構 

過 例 
・ 本 書 は 2022 年 1 月 22 日 か ら 3 月 13 日 まで 、 あ いち 朝日 遺跡 ミュ ー ジ アム で 開催 する 企画 展 「 上 貝殻 山 貝塚 一 史跡 指定 50 年 -] の 展示 パン フレ ッ ト で ある 。 

本書 の 構成 と 実際 の 展示 構成 と は 異な る 部 分 が ある 。 

* 本 書 の 時 期 区 分 は 、 弥 生 時 代 前 期 (BC.8 一 BC.4c) 、 中 期 (BC.4 一 BC.1c) 、 後 期 (AD.1 一 2c) 、 終 末期 (AD.2 一 3c) と する が 、 各 地域 の 並行 関係 は 

厳密 な も の で は な い 。 

* 掲 載 資料 の うち 重要 文化 財 に は 「 〇 」 を 付 し て いる 。 

* 掲 載 写真 : 図 等 の 内 、 と くに 記載 の な いも の は 、 本 ミュ ー ジ アム 所 蔵 で ある 。 

* 本 書 の 執筆 . 編 集 は 、 原 田 幹 が 行っ た 。 な お 、10-11 真 [史跡 指定 50 周 年 『50 年 前 の 調査 と 関わ っ た 人 々 ] は 、 柴 垣田 夫 氏 か ら 玉 稿 を 則 っ た 。 

本 展覧 会 の 開催 に あたり 、 下 記 の 機関 ・ 個 人 か ら 協 力 を 得 た 。 

愛知 教育 大 学 附属 図書 館 、 名 古屋 大 学 博物 館 、 加 藤 、 門 脇 誠二 、 柴 垣 勇夫 、 須 賀 永 帰 、 玉 井 隆光 、 西 宮 秀 紀 、 訂 瀬 色 人 、 渡 邊 英幸 
  

凡例 中 指定 秋 
Oo 本 穴 住居 弥生 時 代 基 前 期 

          

  

  

参考 文献 っ 所 立柱 建 物 回 中 用 
ぞ _ _- Q 2 満 基 四 中 期 後 葉 
愛知 教育 大 学 1989 増補 井 ヶ 谷 古 窯 直 群 愛知 教育 大 学 所 蔵 考古 資料 調査 報告 - es 史 一 漁 環 涯 0 固 後 期 
愛知 県 2021 『 史 跡 具 殻 山 貝塚 整備 報告 書 ] 肖 還 EiPY'H 肖 還 リ ング / 
愛知 県 教育 委員 会 1972 1 貝殻 山 貝 塚 調査 報告 ] 2 員 GM の 8 0 200m 
大 参 義一 1958 「 愛 知 県 西春 日 井 郡 具 殻 山内 塚 」 日 本 考古 学年 報 7 (昭和 29 年 度 ) 」 人間 あい me ニン が       で 

人 骨 が 集中 し て 出土 篠田 謙一 ほか 2021 「 愛 知 県 清須 市 朝日 遺跡 出土 弥生 人 骨 の ミト コン ドリ ア DNA 分 析 ] 『 国 立 歴史 民俗 博物 館 研究 報告 ] 第 228 集 
藤尾 慎一 郎 ほ か 2021 「 愛 知 県 清須 市 朝日 遺跡 出土 弥生 人 肖 の 年 代 学 的 調査 」『 国 立 歴史 民俗 博物 館 研究 報告 ] 第 228 集 3-2 朝日 遺跡 全体 図 

   



  

  

貝 吉 山 貝塚 調 倉 の あゆ み 
貝殻 山内 塚 は 、 昭和 4 (1929) 年 に 加藤 務 に より 

発掘 調査 が 行わ れ 、 翌年 愛知 県 の 新 石器 時 代 ] 
で 紹介 され た こと で 、 弥生 時 代 の 貝塚 と し て 知ら れ 

る よう に な り ま し た 。 昭和 20 年 代 に は 、 個人 、 大 学 

に よる 学術 調査 が さか ん に 行わ れ ま し た (6 一 9 頁 

に 愛知 学芸 大 学 、 名 古屋 大 学 の 調査 資料 を 掲 

載 ) 。 これ ら の 調査 に よっ て 、 貝殻 山上 貝塚 の 最 下 層 

の 土器 群 は 、 東海 地方 の 弥生 土器 と し て 最も 古い 

様相 を も つこ と が 明らか に な り 、 貝殻 山内 塚 は 尾 

張 地 方 最 古 の 弥生 遺跡 と し て 、 また 、 西日本 を 中 心 

と する 前 期 弥生 文化 東 限 の 遺跡 と し て 、 学界 で 注 

目 さ れる よう に な っ た の で す 。 愛知 県 は 、 昭 和 

43 (1968) 年 に 貝殻 山 貝塚 及び 検 見 塚 の 二 つ の 貝 

塚 を 県 史跡 に 指定 し まし た 。 
昭和 40 年 代 に な る と 、 貝殻 山内 塚 周辺 で 土地 改 

良 事 業 が 計画 され まし た 。 愛知 県 教育 委員 会 と 清 
洲 町 ( 現 清須 市 ) は 、 協議 の うえ 畑地 削 平 に よっ て 

遺跡 の 破壊 が 想定 され る 部 分 の 工事 を 中 断 し 、 試 

掘 調査 を 実施 し た うえ で 、 そ の 結果 に より 道路 の 

計画 変更 を 行う こと に な り ま し た 。 発掘 調査 は 昭 
和 46 (1971) 年 3 一 6 月 に か け て 、 第 1 次 (190mi) と 

第 2 次 (300m) に 分 け て 実施 きれ まし た 。 弥生 時 

代 前 期 か ら 中 期初 頭 の 良好 な 貝 層 と 弥生 時 代 前 期 
の 豊富 な 遺物 が 出土 し 、 調査 後 半 に は 、 愛 知 県 内 
で は 初め て と な る 弥生 時 代 の 埋葬 人 骨 2 体 が 出土 

し まし た 。 発掘 調査 の 成果 を 受け 、 昭和 46 (1971) 

年 12 月 15 日 、 貝殻 山内 塚 周辺 の 10.169.4m が 国史 
跡 に 指定 され まし た 。 史 跡 指定 地 は 公有 地 化 さ 

れ 、 昭和 50 (1975) 年 4 月 に は 、 史 跡地 内 に 愛知 県 

清洲 貝殻 山内 塚 資 料 館 が 開館 し 、 弥生 時 代 中 期 
の 復元 住居 等 も 整備 され まし た 。 

昭和 50 年 代 か ら は 、 環状 2 号線 建設 に 伴う 発掘 

調査 が 進展 し 、 東海 地方 を 代表 する 弥生 時 代 集 落 

「 朝 日 遺跡 ] と し て 広く 知ら れる よう に な り 、 貝殻 

山内 塚 も 朝日 遺跡 を 構成 する 集落 の 一 部 で ある と 

いう 認識 が 定着 し て いき まし た 。 道路 建設 等 に 起 

因 す る 発掘 調査 は 膨大 な 出土 資料 を も た らし 、 平 

成 24 (2012) 年 に は 貝殻 山 貝 塚 の 発掘 調査 資料 を 

含む 朝日 遺跡 の 主要 な 出土 品 2.028 点 が 重要 文化 

財 に 指定 され まし た 。 

その 人 後 、 平 成 7・8 (1995・1996) 年 度 の 発掘 調査 
で は 、 史 跡 指 定 地 南 側 で 弥生 時 代 前 期 の 環 漂 が 

代 較 

4-1 「 愛 知 県 の 石器 時 代 】 

  

  

  

4-2 貝殻 山 貝 塚 と 著者 (4-1 か ら ) 

4-3 1971 年 の 発 所 調査 風 

    
呈 
有志 

  

みつ か っ て いま す 。 この 環 漂 は 、 史 跡 再 整 備 に 伴う 

平成 29 (2017) 年 度 の 発掘 調査 で も その 続き が 確 

認 きれ 、 現在 は 一 部 の 遺構 復元 、 平 面 表示 、 貝 層 

の 復元 表示 な どの 整備 が 行わ れ て いま す 。 

また 、 近年 過去 の 出土 資料 の 調査 か ら 新た な 事 

実 も 明らか に な っ て いま す 。 弥生 時 代 前 期 の 土 閉 

に 残さ れ た 種子 の 圧 痕 を 調査 し た と ころ 、 複数 の イ 

ネ の 圧 痕 が 見 つか り 、 この 時 期 か ら 本 格 的 な 農耕 

社会 に 入っ て いた こと が あら た め て 確認 され まし 

た 。 

また 、 現在 ミュ ー ジ アム が 建っ て いる 場所 で 出土 

し た 人 肖 の 年 代 測 定 、DNA の 分 析 を 進め て いま 

す 。 この うち 一 体 の 人 骨 は 、 紀元 前 8 世紀 前 半 か ら 

前 6 世紀 前 半 、 弥生 時 代 前 期 に 埋 葛 され た こと が 

わか り ま し た 。 また 、 遺伝 子 の 特徴 か ら 渡 来 人 の 

可能 性 が 高い と も 指摘 され て いま す 。 

貝殻 山 貝 塚 は 、 学 更 上 の 重要 性 は も ぁ ち ろ ん の こ 

と 、 今 後 の 科 学 的 な 分 析 ・ 調 査 に よっ て も 、 さらに 

新しい 知見 を も た ら す 可能 性 が 高い 重要 な 遺跡 と 

いえ ます 。 

    
5-3 イネ の 圧 痕 と 電子 台 微 鏡 写 真 (中 山 誠二 提供 ) 

    > KN 

SN N ベ 
5-1 整備 当初 の 史跡 (撮影 中 日 新聞 社 ) 

  

5-2 復元 され た 弥生 時 代 前 期 の 環 涯 

レプ リカ 法 に よる 栽培 植物 の 調査 
製作 時 に 取り 込ま れ た 種子 や 昆虫 が 、 圧 痕 と し て 土 

器 表 面 に 残っ て いる こと が あり ます 。 こ の 圧 痕 を シリ コー 

ン 樹脂 で 型 取 り し 、 電 子 顕微 鏡 で 種類 を 同定 し ます 。 

東海 地方 で は 、 縄 文 時 代 晩 期 後半 か ら ア ワ 、 キ ビ な 
どの 雑 尊 が 現れ 、 弥 生 時 代 前 期 に な る と イネ が 普及 し 

て くる こと が わか っ て きま し た 。 

  

弥 生 時 代 前 期 の 人 骨 
平成 8 (1996) 年 度 に 出土 し た 13 与 人 骨 は 、 短 径 
87cm の 埋葬 土塊 に 、 頭 を 北東 に 向け 、 仰 過 屈 位 で 埋 

葬 さ れ て いま し た 。 20 代 前 半 の 男性 で 、 身長 は 160cm 

ぐら いと 推定 され ます 。 下 閣 の 左 大 臼 歯 、 右 大 臼歯 
が 歯 周 病 に より 生前 に 脱落 し て いま し た 。 

年 代 測定 の 結果 は 、2528 エ 2114CBP (較正 年 代 
は 紀元 前 8 世紀 前 半 か ら 前 6 世紀 前 半 ) で し た 。 この 

地 に 移り 住ん だ 初期 の 弥生 人 だ っ た と み ら れ ます 。 

    
5-4 13 号 人 骨 出 圭 状 況 (愛知 県 埋 基 文化 財 セ ンタ ー 提 供 ) 

 



  

  

貝殻 山 貝塚 の 出土 品 知 教育 大 学 ・ 名 古屋 大 学 博物 館 所 蔵 資料 

       6-2 電 ( 弥 生前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 

6-1 毒 (弥生 前 期 愛 知 教育 大 学 蔵 ) 7-2 環 ( 弥 生前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 

  

6-3 京 (弥生 前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 )    

  

7-1 獲 ( 弥 生前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 )      7-5 薄 ( 弥 生前 期 / 愛 知 教 育 大 学 蔵 ) 

6-4 寺 ( 生 前 期 ノ 愛知 才 育 大 学 項 ) 7-3 環 ( 弥 生前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 

  

7-4 旨 ( 弥 生前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 )    
7-6 細 ( 弥 生前 期 / 愛 知 教育 大 学 蔵 ) 

  
/ 

6-6 夫 ( 弥 生前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 6-7-8 夫 ( 弥 生前 期 愛 知 教育 大 学 蔵 )    
     

6-9 恵 (弥生 前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 6-10 坦 ( 弥 生前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 

 



  

愛知 教育 大 学 所 蔵 資料 

昭和 25 (1950) 年 、 愛知 学芸 大 学 ( 現 愛知 教育 

大 学 ) 名 古屋 分 校 史 学 教室 が 、 貝殻 山上 貝塚 に 、 東 

西方 向 の 長き 8m、 幅 2m の トレ ンチ を 設定 し 発掘 

調査 を 実施 し まし た 。 層 序 は 12 層 か ら な り 、 貝 層 は 

表 十 下 に 約 1.8m 堆 積 し て いた そう で す 。 出 二 遺物 A 』A 4 
は 、 弥生 時 代 前 期 の 遠賀 川 式 土 人 益 を 主として お 8-1 蓋 (弥生 前 期 / 愛 知 教育 大 学 蔵 ) 9-4 石器 (弥生 愛知 教育 大 学 蔵 ) 

り 、 石 器 、 骨 角 器 、 シ カ 、 イ ノシ シ な どの 獣 骨 も あり 。 上 揚 抽 信人 問 、 下 : わ 業 
ます 。 貝類 は 、 ハマ グリ 、 カキ 、 シ ジミ が それ ぞ れ 上 内 9-1 骨 角 器 (弥生 ノ 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 | 

8-2 蓋 (弥生 前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 

    

  

層 を 構成 し 、 サ ル ボ ウ 、 ハイ ガイ 、 アカ ニシ 、 へ ナタ リ 

等 も 含ま れ て いま し た 。 これ ら の 出土 品 は 愛知 教 
時 た 叶 等 9-5 石器 (弥生 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 

互 人 月 スク レイ パー 育 大 学 附属 図書 館 に 保管 され 、 一 部 の 資料 は 教育 

史料 室 に お いて 展示 され て いま す 。 

    
名 古屋 大 学 博物 館 所 蔵 資料 鐘 。・ “ 

-8 鳥類 (弥生 ノ 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 
昭和 29 (1954) 年 8 月 、「 尾 張 平野 最 遇 人 

古 の 境 賀 川 系 文化 遺跡 と し て の 位置 を 油 

確か め る | こと を 目的 と し て 、 名 古屋 大 年 量 / 
学 考古 学研 究 室 が 発掘 調査 を 行い ま 2 4 
し た 。 トレ ンチ は 愛知 学芸 大 学 の 調査 

区 と 一 部 重なる よう に 南北 に 設定 され 

た よう で す 。 出土 し た 土器 は 、 層 位 的 

な 調査 に 基づき 、 貝殻 山下 層 式 ・ 同 中 

8-3 閉 ( 弥 生前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 層 式 ・ 同 上 層 式 と 分 けら れ ま し た 。 下層 
ーー So 式 と きれ た 土器 の 特徴 は 、 遠賀 川 系 土 

旭 を 主 と し 、 そ れ ま で 知ら れ て いた 名 

古屋 市 西 志 暫 遺跡 より も 古い 様相 で あ 
る こと が わか り ま し た 。 これ ら の 資料 

は 、 現在 は 名 古屋 大 学 博物 館 に お い 

て 保管 され て いま す 。 

  

9-9 魚類 (弥生 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 

  

         
2ー ジ フッ リ 

  

9-10 貝類 (弥生 愛知 教育 大 学 蔵 )   
8-4 紙 ・ 束 (弥生 前 期 / 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 9-7 イノ シシ (弥生 名 古屋 大 学 博物 館 蔵 ) 

 



  

史 王 指定 50 周 年 
I50 年 前 の 調査 と 関わ っ た 人 々 」 
1. 昭和 43 年 一 45 年 の で き ご と と 遺跡 保存 の 葛藤 

昭和 43 (1968) 年 は 私 が 愛知 県 教育 委員 会 社会 

教育 課 文化 係 へ 配属 され た 翌年 で 、 国 で は 文化 庁 が 

発足 し た 。 飛鳥 ・ 藤 原 宮 保存 運動 も 急 展開 し た 時 で 

も ある 。 当時 文化 係 は 総勢 5 名 で 、 文化 財 と 文化 両方 

の 行政 的 な 業務 を 扱っ て いて 、 文化 財 の うち 史跡 名 

勝 天 然 記念 物 、 埋蔵 文化 財 を 扱う の は 、 私 と 係長 の 

2 名 、 他 は 、 そ れ 以 外 の 文化 財 を 担当 する も の が 1 名 、 

文化 行事 の 後援 な ど を 扱う 係 1 名 、 社会 教育 全般 の 

広報 を 担当 する も の 1 名 と いう 配置 で 、 係長 は すべ て 

を 管轄 し た 。 遺跡 担当 は 私 一 人 で 東 春 西 走 の 毎日 。 

当時 愛知 県 遺跡 分 布 図 (昭和 47 年 3 月 刊 ) を 全 県 

下 に 古 っ て 教員 や 民間 の 考古 学研 究 者 の 方 々 を 動員 

し て 作成 し て いた 。 更に 県 営 園 場 整備 事業 に 掛か る 

遺跡 の 発掘 調査 の 調整 、 名 勝 指定 地 の 現状 変更 問 

題 、 遺跡 調査 へ の 学生 に よる 行政 発掘 反対 運動 な 

ど 聞 題 が 山積 み 状況 だ っ た 。 名 古屋 市 守山 区 の 白島 

塚 古 墳 前 方 部 の 民間 会 社 の 買収 事件 は 、 文化 庁 か 

ら 横山 浩一 調査 官 (その 後 、 奈良 国立 文化 財 研究 所 

(以下 奈 文 研 ) 埋蔵 文化 財 セ ンタ ー 長 か ら 九 州 大 学 

教授 ) の 指導 を 受け 、 仮 指定 と いう 愛知 県 で は 前 例 

の な い 行 政行 為 を 行い その 後 の 市 に よる 土地 買収 へ 

と 進め た 。 直前 に は 県 指定 史跡 刈谷 市 本 刈谷 貝塚 

の 一 部 が 市 道 で 削 平 さ れる た め 発 掘 調査 の 調整 を 

市 側 と や りあ っ た り し た 。 この 昭和 43 (1968) 年 、 朝 

日 貝塚 (貝殻 山 、 検 見 塚 ) が 県 指定 史跡 と な っ た 。 直 

後に 環状 2 号線 が 計画 され 、 昭和 44 (1969) 年 12 月 

か ら 翌 45 (1970) 年 1 月 に か け て 吉田 富夫 氏 ( 翌 46 年 
11 月 に 急逝 、 享年 59 オ ) を 調査 主任 に その 広がり を 

探る 試掘 調査 を 行い 、 建設 省 国 道 事務 所 、 県 土木 部 

道路 建設 課 と 協議 が 始ま っ た 。 そこ へ 突然 、 朝 日 地 

区 の 土地 改良 事業 が 農 閑 期 を 期し て 工事 を 行う と い 

う 計画 が 浮上 し 、 急 避 清 洲 町 側 及び 朝日 土地 改良 組 

合 と けん か 腰 の 折衝 と な っ た の だ っ た 。 

2. 貝殻 山内 塚 周辺 の 土地 改良 事業 と その 調整 へ の 

大 走 
昭和 45 (1970) 年 1 一 2 月 に か け 朝 日 土地 改良 組 

合 、 清洲 町 と の 折衝 は 、 町 側が 一 部 を 公園 に する 委 
を 示し 、 保 存 地域 を どう 決め る か 、 土 地 買 収 は どこ 

が 行う か 、 そ の た め の 詩 査 功 囲 と 誰が どう 調査 する 

の か 人 等 協議 を 重ね る 中 で 、 改 良 事 業 が 時 間 が 待て な 
いと 工事 を 一 部 進め る 事 と な り 、 工 事 差し 止め の 

元 愛知 泊 徳 大 学 教授 柴垣 勇夫 

行為 を 町 側 に 要請 し た 。 一 方 で 、「 朝 日 遺跡 保存 会 」 

が 声明 を 発し 、 県 、 文 化 庁 へ の 保存 要望 書 を 提出 す 

る 事態 と な っ た 。 調査 を 誰 に 依頼 する か で 、 当時 県 文 

化 財 保護 審議 会 委員 で あっ た 名 古屋 大 学 澄 田 正 一 、 

南山 大 学 人 類 学 教室 小林 知生 の 両 先生 に 打診 を す 

る も 、 学 生 の 反対 運動 か ら 了 承 を 得 ら れず 、 当時 教員 

を 中 心 に 発掘 調査 を 進め る 体制 で あっ た 行政 組織 

を 改編 し て 直接 行政 組織 が 発掘 調査 体制 を と る 必 

要 に 迫 ら れる こと と な っ た 。 

まず 港 田 正 一 先 生 の 指導 を 得 な が ら 一 宮 市 史 編 

さん 室 の 岩野 見 司 、 名 古屋 市 在住 の 未 岡 切 章 、 井上 

光夫 氏 ら 週末 に 時 間 を 割 い て 協力 で きる 人 々 を 調査 

員 に する 体制 を と り 、 来る 4 月 以降 の 県 に で きる 文化 

財 課 で の 専任 調査 員 確 保 ま で の 第 1 次 の 調査 を 実施 

し た 。 そし て 名 古屋 大 学 の 槽 崎 彰 一 先生 の 助言 で 当 

時 文化 庁 鑑査 官 で あっ た 坪井 清 足 氏 に 依頼 し 文化 

庁 補助 金 支出 の 確約 を 得 て 、 第 2 次 の 発掘 調査 へ と 

進め た 。 

3 月 末 に は 、 調査 で 出土 し た 遠賀 川 系 土器 、 骨 多 、 

石 徐 、 石 鈴 な ど 弥生 前 期 を 物語 る 遺物 を CBCTV ス 

タ ジ オ に 持ち 込み 、 保 存 会 と の 対談 と いう 形 で ニュ ー 

ス 番 組 で 放映 。 弥生 時 代 の 始ま り を 証明 する 遺物 

群 、 艇 客 な 貝塚 の 分 布 、 一 方 で 保存 範囲 を 土地 所 有 

者 と 改良 事業 と の 調整 か ら 限 定 せ ざる を 得 な いこ と 
を 説き 、 そ の 後 桑原 幹 根 県 知事 まで この 問題 を 上 

げ 、 保存 活 用 を 前 提 に 土地 買い 上 げ を 県 が 行う と い 

う 意 思 表 示 も 得 た 。 こう し て 第 2 次 の 保存 範囲 を 確定 

する 調査 に 入っ た 。 この 昭和 46 (1971) 年 4 月 、 や っ と 

県 教育 委員 会 に 文化 財 課 が 発足 し 、 伊 藤 稔 と いう 同 
僚 を 得 て 二 馬 力 と な っ た の だ っ た 。 調査 は 、 農 閑 期 の 

    
  

10-1 1951 年 国営 吉 胡 内 塚 調査 の 坪井 清 足 先生 と 名 古屋 大 学 
澄 田 エー ・ 模 崎 彰一 先生 方 (筆者 提供 ) 

5 月 まで に 実施 し な けれ ば な ら な い 時 間 的 制約 の も 

と 、 伊藤 稔 、 嘱託 の 原 芳 久 、 私 の 3 人 で 地域 の 農家 

の 主婦 を 雇用 し 発掘 調査 と な っ た 。 また この 土地 改 

良 事 業 で は 、 用 水路 の 確保 が 雨期 まで に 完了 し な い 

と 農家 の 死活 問題 に 発展 する た め 、 調査 期間 と の 調 

整 の も と 、 第 3 貝塚 の 部 分 を 主体 的 に 進め る こと と 

な っ た 。 5 月 下旬 に は 、 田中 表 文 化 庁 調査 官 (の ち 奈 

文 研 所 長 ) が 来 県 し 澄 田 正 一 先 生 と 保存 範囲 を 検討 
し 、 第 1 貝塚 (貝殻 山 貝 塚 と 呼ぶ 小山 ) を 中 心 と し た 

13.000rmf と する こと で まとまり 、 この 年 の 12 月 に 国 の 

史跡 指定 へ と 進ん だ 。 保存 運動 側 か ら は 没 学問 的 、 

没 大 衆 的 、 没 意識 的 な 間に合わ せ の 調査 だ (『 考 古 

学研 究 」 69 号 昭和 46 年 6 月 ) と 非難 され な が ら の 調 
査 で あっ た 。 当時 清洲 町 役場 は 、 新 庁 舎 へ 移転 し て 

いた た め 旧 清洲 町 庁舎 が 空い て いた 。 その 和 宿 直 室 を 

調査 員 宿 舎 と し 、 春 ま だ 寒い 時 期 を 連日 調査 に 没頭 
し た 。 5 月 末 に 至り 、 最終 的 な 買上 げ 部 分 が 確定 し た 

矢先 に 大 発見 が 第 3 貝塚 の 一 部 で あっ た 。 弥生 時 代 

の 人 骨 が 愛知 県 で 初め て 見 つか っ た と いう ニュ ー ス で 

地元 の 現地 説明 会 に 多く の 人 々  が 駆け 付け た 。 愛 容 

地区 真 福 寺 の 住職 に 依頼 し 、 読経 の も と 霊 を 安らげ 
た 上 で 保存 作業 を 雨天 の 中 、 6 月 22 日 まで 続け た 。 2 

体 の 人 胃 は 、 石 芝 で 周囲 を 固め 、 ラ ワン 材 で 梓 を 作り 
10t ク レー ン 車 で 吊り 上 げ 旧 清洲 町 庁舎 へ 搬入 し 

紀 s 

3. 国 指定 史跡 へ の 文化 庁 、 奈 文 研 職員 の 応援 、 上 内 

殻 山 具 塚 資料 館 の 建設 と その 後 

国 指定 の 手続 き を 進め る 中 で 面積 は 改良 組合 で の 

積算 か ら 10,169.3 と な っ た が 、 活用 の た め の 展 示 館 

の 建設 も 文化 庁 で 了解 され た 。 その 後 の 朝 日 遺跡 の 

調査 は 、 環 状 2 号 線 の 建設 計画 が 早まり 引続き 実施 

  

ョ ダ 

    
11- 
(筆者 提供 ) 

   

   
1 1971 年 の 人 骨 取 上 げ の 作業 、 右 伊藤 稔 、 左 横 原 芳 久 

され る こと と な り 、 昭和 47 (1972) 年 度 か ら 途 中 中 断 
され な が ら も 県 直営 で 、 や が て 県 埋蔵 文化 財 セ ン 

ター へ 引継 が れ 延 々 18 年 余 に 及ぶ こと と な っ た 。 この 

調査 で 朝日 遺跡 が 弥生 時 代 全 期 に わた る 集落 で ある 

こと が 明らか に な り 、 膨大 な 資料 が 蓄積 され た 。 奈 文 

研 の 人 研究 者 も 東海 地方 の 代表 的 な 資料 と し て 活用 し 

た 。 展示 館 も 昭和 50 (1975) 年 4 月 に 開館 し た が 、 そ 

の 後 名 古屋 市 に 見 晴 台 考古 資料 館 が で き 、 両者 が 弥 
生 時 代 展 示 館 と し て 多く の 見 学者 を 呼ぶ 施設 と な っ 

た 。 展示 館 は 「 愛 知 県 清洲 貝殻 山上 貝塚 資料 館 」 と 名 

付け られ 愛知 県 の 予算 で 、 清洲 町 が その 運営 に 携 わ 
る こと に な り 、 町 職員 と し て 採用 され た 学芸 員 が この 

展示 館 を 運営 し た 。 長谷 部 学 、 丹羽 博 、 高橋 信明 、 

野口 哲也 氏 ら 歴代 の 学芸 員 が 展示 事業 等 に 関わ っ 

2s 

資料 館 で は 、 定期 的 な 企画 展示 も 計画 され 「 愛 知 
の 鋼 鍵 | 展 、「 青 銅鏡 」 展 、「 朝 日 遺跡 一 息 | 展 な ど 

が 開催 され た 。 平成 6 年 (1994) に は 、 新 資料 館 の 建 

設計 画 も 坪井 清 足 ・ 構 崎 彰 一 ・ 伊 藤 秋 男 氏 ら の 検討 

委員 会 で 行わ れ 、 史 跡 指 定 地 南 の 5.500mf が その 対 

象 地 と し て 選択 され た 。 新 資料 館 を 具体 化す る た め 

当該 地 の 発掘 調 査 も 平成 7. 8 (1995.1996) 年 度 に 実 

施さ れ 弥 生 時 代 前 期 の 包含 層 が 一 部 に 確認 され た も 
の の 、 主要 な 前 期 集落 の 環 漂 は 北 寄 り に ある こと が 

判明 し 、 新 施設 の 計画 は 具体 化し 新聞 発表 まで され 

た 。 し か し バブ ル 景 気 の 崩 壊 か ら 県 財政 が 圧迫 さ 

れ 、 計 画 は 凍結 きれ て し まっ た 。 や っ と 平成 29 

(2017) 年 度 に 規模 縮小 な が ら 再 び 新 施設 建設 が 

具体 化し 、 今 回 | あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム ] の 開 

館 と な っ た 。 ミュ ー ジ アム 建設 に 並行 し て 、 史 跡 の 再 

整備 も 進め られ 、 復 元 住居 や 高床 倉庫 、 貝 層 表 示 も 

加わ っ た 。 本 館 で は 新しい 機器 導入 の 展示 や 体験 学 

習 室 も で き 、 活 発 な 博物 館 活動 が 展開 され だ し た 。 

4. 新 ミ ュー ジア ム へ の 期待 

一 昨年 秋 に 開館 し た 新 ミ ュー ジア ム は 、 今 順調 に 事 

業 が 展開 され て いる 。 これ か ら の 展示 や 体験 学習 へ 
の 期待 も 大 きい が 、 周辺 の 朝日 遺跡 で 発見 され た 鋼 

録 出土 地 や 大 規模 方 形 周 潮 墓 、 環 漂 の な か の 逆 茂 

木 、 乱 杭 な ど 集 落 の 重要 な 地点 を 見 学 し 、 弥生 時 代 

当時 の 集落 を 初 御 と きせ る 方 策 や 散歩 道 の 整 備 な 
ど 、 見 学者 の 周辺 へ の 意識 を 高め る 事業 展開 を ぜひ 

望み た い 。 

 


